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鉄
道
研
究
会
は
、
鉄
道
を
中
心
に
飛
行
機
や
バ
ス
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
乗
り
物
を
趣
味
と
す
る
者
た
ち
の
親
睦
を
目
的
と
す
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。
設
立
は
１
９
３
４
年
と
、
塾
内
の
サ
ー
ク
ル
の
み
な

ら
ず
、
大
学
鉄
道
研
究
会
の
中
で
も
最
古
参
の
部
類
に
入
り
ま
す
。

　

例
年
の
活
動
内
容
と
し
て
は
、
①
鉄
道
に
関
す
る
論
文
誌
、
写

真
集
の
発
行
、
②
三
田
祭
、
矢
上
祭
、
七
夕
祭
で
の
鉄
道
写
真
、

鉄
道
模
型
の
展
示
、
③
合
宿
に
て
地
方
の
鉄
道
の
貸
切
乗
車
、
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｏ
Ｂ
組
織
で
あ
る
鉄
研
三
田
会
や
早
稲

田
大
学
鉄
道
研
究
会
と
の
交
流
も
盛
ん
で
す
。

　

普
段
は
部
室
に
集
ま
っ
て
、
会
員
た
ち
が
鉄
道
に
つ
い
て
楽
し

く
語
り
合
っ
て
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
週
に
1
回
、Zoom

で
オ
ン
ラ
イ
ン
部
室
を
開
設
し
、
会
員

同
士
が
鉄
道
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
研
究
会
と
い
う
名
称
で
す
が
、
鉄
道
に
限
ら
ず
、
交
通
全

般
に
興
味
が
あ
る
方
は
大
歓
迎
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

Ｓ
Ｆ
研
、
２
０
２
０
年
の
挑
戦

鉄道研究会

Ｓ
Ｆ
研
究
会

鉄
道
好
き
よ
、

集
っ
て

語
り
合
お
う

田た

中な
か

晴は
る

規き

君
（
商
学
部
３
年
）

　

Ｓ
Ｆ
研
究
会
は
１
９
７
１
年
に
発
足
し
た
、
50
年
近
い
歴
史
を

持
つ
文
芸
サ
ー
ク
ル
で
す
。
週
に
１
回
の
読
書
会
の
ほ
か
、
会
誌

の
制
作
、同
人
誌
即
売
会
へ
の
参
加
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

読
書
会
で
は
、
部
室
に
集
ま
っ
た
会
員
同
士
で
Ｓ
Ｆ
作
品
を
紹

介
し
合
い
、
感
想
の
共
有
や
、
作
品
内
容
に
つ
い
て
の
議
論
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
部
室
を
使
用
で
き
な
い
た
め
、
ビ
デ
オ
通
話
を
利
用
し
実
施

し
て
い
ま
す
。
読
書
会
、
と
呼
ん
で
は
い
ま
す
が
、
小
説
だ
け
で

な
く
映
画
な
ど
を
題
材
と
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

会
誌
は
、
各
会
員
に
よ
る
論
評
や
創
作
小
説
を
冊
子
に
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
毎
年
制
作
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
て
頒
布
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
は
、
そ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中
止
と
な

っ
た
た
め
、現
在
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
販
売
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

文
芸
サ
ー
ク
ル
に
は
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
臨
機
応
変
に
対
応
し
つ
つ
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

南み
な

方か
た
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